
サ
ッ
カ
Ｉ
Ｗ
杯
の
日
本
代
表

が
成
田
空
港
に
降
り
立
っ
た
７

月
５
日
、
衆
院
本
会
議
で

「水

道
法
改
正
案
」
が
可
決
し
た
。

ニ
ュ
ー
ス
の
扱
い
が
小
さ
か
っ

た
の
は
、
翌
日
の
オ
ウ
ム
真
理

一彗
π
代
表
ら
７
人
の
死
刑
執
行
、

そ
れ
に
西
日
本
豪
雨
と
重
な
っ

た
た
め
だ
ろ
う
。
法
案
は
参
院

に
送
付
さ
れ
、
２
日
ま
で
の
会

期
中
に
成
立
が
確
実
現
さ
れ
て

い
た
が
、
「予
期
せ
ぬ
大
雨
災

書
が
あ
っ
た
た
め
、
ど
う
な
る

か
分
か
ら
な
い
」
（厚
生
労
働

省
関
係
者
）
と
い
う
情
勢
だ
…。

水
道
法
が
改
正
さ
れ
る
と
何

が
ど
う
変
わ
る
の
か
。
厚
労
省

の
資
料
に
は
、
水
道
施
設
の
所

有
権
は
市
町
村
に
残
し
た
．ま
ま

（運
営
権
を
民
間
事
業
者
に
設

定
で
き
る
方
式
を
創
設
〉
な
ど

と
あ
る
。
「
コ
ン
セ
ツ
シ
ョ
ン

事
業
」
ま
た
は

「上
下
分
離
型
」

と
呼
ば
れ
、
国
内
で
は
前
例
が

な
い
。
建
設
省
で
下
水
道
行
政

に
携
わ
っ
た
経
験
が
あ
る
、
元

大
和
総
研
主
席
研
究
員
の
椿
本

祐
弘
氏
に
よ
れ
ば
、
「
い
わ
ゆ

る

″民
営
化
ク
の
一
類
型
だ
」。

国
が
水
道
事
業
の
民
営
化
を

後
押
し
す
る
の
は
、
現
状
へ
の

危
機
感
が
あ
る
。
高
度
成
長
期

に
整
備
さ
れ
た
水
道
管
は
更
新

が
間
に
合
っ
て
い
な
い
。
法
定

耐
用
年
数
の
鋤
年
を
超
す
老
朽

水
道
管
の
比
率
は
全
国
平
均
で

２
０
０
６
年
度
末
に
６
％
だ
っ

た
が
ヽ

・６
年
度
末
に
は
１４
・
８

％
に
跳
ね
上
が
っ
た
一
６
月
の

大
阪
北
部
地
震
で
は
、
高
槻
市

な
ど
３
カ
所
で
老
朽
管
が
損
傷

し
て
周
囲
が
水
浸
し
に
な
っ
て

い
る
。
更
新
率
は
年
０
。
π
％

に
す
ぎ
ず
、
こ
の
ペ
ー
ス
だ
と

全
て
を
更
新
す
る
の
に
１
３
０

年
以
上
か
か
る
計
算
だ
。

そ
こ
で
民
間
企
業
の
参
入
に

よ
っ
て
経
営
を
効
率
化
し
、
施

設
の
更
新
を
急
ぐ
と
い
う
理
屈

な
の
だ
が
、　
一
日
に
民
営
化
と

言
っ
て
も
、
い
ろ
い
ろ
な
類
型
が

あ
る
。
椿
本
氏
は
政
府
が
水
道

法
改
正
で
促
進
し
よ
う
と
す
る

上
下
分
離
型
に
は
批
義
的
だ
。

「運
営
権
を
得
た
民
間
企
業

は
、
収
益
に
直
結
ｔ
に
く
い
設

備
投
資
の
負
担
に
は
ど
う
し
て

も
消
極
的
に
な
る
一
結
果
的
に

老
朽
管
の
更
新
が
滞
る
と
危
惧

し
て
い
ま
す

，
そ
も
そ
も
イ
ン

フ
ラ
の
保
有
と
一運
営
は
密
接
不

可
分
で
、
上
下
分
離
型
は
う
ま

く
い
か
な
い
一
海
外
の
水
道
や

鉄
道
事
業
の
民
営
化
事
例
か
ら

明
ら
か
で
す
」

仏
パ
リ
市
は
１
９
８
０
年

代
、
水
道
事
業
の
一
部
を
複
数

の
民
間
企
業
に
委
ね
る
上
下
分

離
型
に
切
り
替
え
た
が
、
工
事

の
責
任
を
め
ぐ
っ
て
委
託
業
者

間
で
対
立
す
る
な
ど
し
、
２
０

１
０
年
に
再
公
営
化
。
米
ア
ト

ラ
ン
タ
市
な
ど
で
も
類
似
事
例

が
あ
る
ほ
か
、
上
下
分
離
型
民

営
化
を
し
た
英
国
鉄
は
、
事
故

が
多
発
す
る
な
ど
サ
ー
ビ
ス
低

下
が
著
し
か
っ
た
。　
一
方
、
日

本
で
は
新
生
Ｊ
Ｒ
が
線
路
や
駅

舎
な
ど
設
備
を
所
有
す
る
と
と

も
に
、
列
車
の
運
行
な
ど
運
営

権
を
持
つ

ク上
下

一
体
型
ク
で

民
営
化
し
た
。
椿
本
氏
は
こ
の

方
法
が
正
し
い
と
い
う
。

「人
口
減
が
顕
著
に
な
り
水
道

需
要
は
減
る
中
、
老
朽
管
の
更

新
費
用
を
捻
出
す
る
に
は
、
小

規
模
な
市
町
村
の
水
道
事
業
を

統
合
し
、
広
域
化
す
る
必
要
が

あ
る
。
そ
れ
を
し
た
上
で
、
上

下

一
体
型
民
営
化
を
検
討
す
べ

き
で
す
。
水
道
法
改
正
案
は
上

下
分
離
型
と
い
う
失
敗
の
多
い

方
式
を
推
す
点
で
、
私
は
全
く

賛
同
で
き
ま
せ
ん
」

水
道
は

〈国
民
の
日
常
生
活
に
直
結
し
、
そ
の
健

康
を
守
る
た
め
に
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
も
の
〉と
、

水
道
法
２
条
１
項
に
あ
る
。
今
ヽ
水
道
事
業
の

◆民

営
化
一
を
促
進
す
る
法
改
正
が
、
実
現
し
そ
う
な
情

勢
だ
一
し
か
し
、
水
道
に
群
し
い
専
門
家
か
ら
は
、

不
安
と
懸
念
が
ジ
ャ
ブ
ジ
ャ
ブ
噴
出
し
て
い
る
。

2rll&7.29 -  146



Ⅷ
Ⅷ
Ⅷ
Ⅷ
哺
可
「国

連
本
部
経
済
社
会
局
の
テ

ク
手
カ
ル
ア
ボ
バ
イ
ザ
ー
を
務

め
、
水
環
境
問
題
に
詳
し
い
吉

村
解
鰐
氏
に
よ
ゎ
ば
、
水
道
酵

営
化
の
議
論
が
急
浮
上
し
た
き

っ
か
け
は
、
麻
生
太
郎
財
務
相

の
発
言
だ
と
い
う
。

１３
年
４
月
、

米
ワ
シ
ン
ト
ン
で
の
講
演
で

ズ
日
本
の
）
水
道
は
全
て
国
営

も
し
く
は
市
営
、
町
営
で
で
き

て
い
て
、
こ
う
い
っ
た
も
の
を

全
て
民
営
化
し
ま
す
」
（原
文

マ
マ
）
と
言
い
切
っ
た
。
発
言

が
報
じ
ら
れ
る
と
、
吉
村
氏
に

は

「水
メ
ジ
ャ
ー
」
と
呼
ば
れ

る
海
外
の
水
道
事
業
大
手
や
、

国
内
の
総
合
商
社
か
ら

『問
い

合
わ
せ
が
殺
到
し
た
」と
い
う
一

士
興
村
氏
は
今
、
老
朽
化
し
た

浄
水
場
の
更
新
を
検‐
討
す
る
秋

田
市
の
委
員
会
で
委
員
長
を
務

め
て
い
る
。
一．

「操
業
ｔ
て
か
ら
約
η
年
た
ち
、

装
置
も
違
磨
を
選
ぎ
て
い
ま
す
ｏ

更
新
す
る
と
約
１
９
０
億
円
も

か
か
る
と
い
う
試
算
が
あ
り
ま

す
が
、
そ
ん
な
多
額
の
支
出
は

市
議
会
を
通
ら
な
い
。
水
道
法

改
正
案
に
基
づ
く
コ
ン
セ
ツ
シ

ョ
ン
事
業
な
ど
の
官
民
連
携
方

式
に
す
れ
ば
、市
の
負
担
は
か
な

り
少
な
く
て
済
み
そ
う
で
す
」

同
様
の
ケ
ー
ス
は
全
国
に
あ

り
、
法
改
正
を
契
機
に
民
営
化

は
広
ま
り
そ
う
だ
と
す
る
。
し

か
し
、
も
ろ
手
を
上
げ
て
賛
成

し
て
い
る
の
で
は
な
い
。

「水
道
法
改
正
案
に
は
、
水
道

事
業
の
運
営
を
担
う
民
間
企
業

に
対
す
る
チ
ェ
ツ
ク
機
関
を
定

め
て
い
ま
せ
ん
。
制
度
設
計
の

不
備
で
あ
り
ヽ
大
き
な
問
題
が

起
き
る
。
チ
エ
ツ
ク
機
関
の
設

置
を
定
め
な
い
と
、
コ
チ
ャ
バ

ン
バ
と
同
じ
よ
う
な
こ
と
が
起

き
か
ね
な
い
」
宴
曇
側氏
）

地震で水道管が破裂し、rFl没 した道錨
(6月 18日 t大阪府高機市)

日
明
夫
代
表
は
、
４
月
に
廃
止

さ
れ
た
主
要
農
作
物
種
子
法

（種
子
法
）
と
水
道
法
改
正
は

同
じ
構
図
だ
と
指
摘
す
る
。

「種
子
法
は
都
道
府
県
に
コ
メ

な
ど
の
原
種
の
開
発
を
義
務
付

け
、
安
価
な
種
子
を
提
供
し
て

き
ま
し
た
。
同
法
の
廃
上
に
よ

っ
て
、
外
資
を
含
め
民
間
企
業

が
種
子
市
場
に
参
入
し
、
じ
わ

り
じ
わ
り
と
コ
メ
は
値
上
が
り

し
て
い
く
と
思
い
ま
す
。
同
じ

構
図
で
自
治
体
が
担
っ
て
い
た

水
道
を
民
間
企
業
に
開
放
す
れ

ば
、
国
の
予
算
投
入
が
減
り
、

水
道
料
金
が
上
が
る
可
能
性
が

高
い
。
安
倍
政
治
の
典
型
的
な

危
険
な
政
策
で
す
」

国
民
の
日
常
生
活
に
直
結
す

る
水
道
な
の
に
世
間
の
関
心
が

低
す
ぎ
や
し
な
い
か
。

本
誌
・
谷
道
健
太

災害時の態勢も気にかかる一 |
(西日本豪雨による断水で給水 :

車を待つ人たち=7月 10日 、広 |

災
害
時
の
給
水
協
定
が
働
か
な
い
ｐ

コ
チ
ャ
バ
ン
バ
と
は
南
米
ボ

リ
ビ
ア
の
都
市
名
。
２
０
０
０

年
、
水
道
料
金
が
３
～
４
倍
に

跳
ね
上
が
っ
た
こ
と
に
市
民
が

反
発
、
大
規
模
な
抗
議
運
動
に

発
展
し
た
。
国
連
開
発
計
画
の

報
告
書
に
よ
れ
ば
、
都
市
機
能

が
４
日
に
わ
な
つ
て
籐
争
し
ヽ

６
人
が
死
亡
し
た
。
料
金
値
上

げ
を
強
行
し
た
の
は
、
公
営
水

道
を
買
収
し
た
英
ロ
ン
ド
ン
に

本
社
が
あ
る
民
間
企
業
．
コ
チ

ャ
バ
ン
バ
以
外
で
も
フ
イ
リ
ピ

ン
や
南
ア
フ
リ
カ
な
ど
で
、
水

道
事
業
を
民
営
化
し
た
と
こ

ろ
、
サ
ー
ビ
ス
低
下
や
料
金
高

騰
が
起
き
た
と
い
う
。
結
果
、

・５
年
ま
で
に
世
界
２
３
５
０
民

営
水
道
事
業
が
再
公
営
化
さ
れ

て
い
る
。
吉
村
氏
は

「民
営
化

は
避
け
ら
れ
な

い
」
と
し
な
が
ら

も
、
民
間
企
業
に

対
す
る
チ
ェ
ッ
ク

機
関
の
必
要
性
を

一訴
え
る
。

「英
国
で
は
、
サ
ー
ビ
ス
や
料

金
の
調
査
を
す
る
機
関
、
本
質

な
ど
を
監
視
す
る
機
関
、
そ
れ

ら
両
機
関
を
監
視
す
る
機
関
の

三
つ
を
設
け
た
。
「民
間
企
業

は
必
ず
悪
い
こ
と
を
す
る
か
ら
、

そ
れ
を
チ
ェ
ツ
ク
す
る
」
と
い

う
考
え
で
す
。
日
本
も
同
様
の

機
関
を
設
け
る
べ
き
で
す
。
水

道
事
業
の
Ｏ
Ｂ
ば
か
り
を
委
員

に
選
ば
ず
、
法
律
や
会
計
の
専

門
家
な
ど
も
入
れ
、
原
子
カ
ム

ラ
な
ら
ぬ
『水
道
ム
ラ
』
に
し
な

い
工
夫
が
必
要
で
す
」
（同
）

全
国
の
自
治
体
は
地
震
や
水

害
の
際
、
被
災
地
に
出
向
き
、

無
償
で
給
水
す
る
協
定
を
結
ん

で
い
る
が
、
民
営
化
さ
れ
れ
ば

円
滑
に
実
施
で
き
な
い
恐
れ
も

あ
る
と
い
う
。

総
合
商
社
に
長
く
勤
め
た
、

資
源

・
食
糧
問
題
研
究
所
の
柴

島県呉市)
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